
この度は本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございました。この製品を末永く、安全にご使用いただくため、
以下の内容をよく読み、正しくご使用ください。また本紙を保管し、必要なときにお読みください。

記載内容
１．家具の置き方
２．使用上のご注意
３．お手入れ方法 

11．家具の置き方 
・ 設置は平らな場所で行い、階段など転倒の恐れのある場所への設置は避けましょう。

・ 無垢材を使用しているため浴室など湿気の多い場所で使用には向いていません。変色や変形をする事があります。 

・ 直射日光や冷暖房機等の熱が直接当たる場所に置くと、変色や変形をする事があります。  日光が当たる場所に設置する場合は、カーテンや
   レースカーテンで日光を和らげてください。
・ ビニール製の壁紙やクッションフロアの場合は、塗装表面が直接触れないように設置して下さい。まれに化学反応を起して色移りする事があります。

2．使用上のご注意 
・・ 上に乗ったり、棚板に足を掛けて登ったりしないでください。破損や、転倒をしてけがをする恐れがあります。 
・ パントリーは本体と戸枠に無垢材を使い、塗装は木の風合いを残すオイル塗装で仕上げています。
   オイル塗装の保護力は表面が汚れにくくなる程度で、固いものが当たれば凹み、ザラザラしたもので擦ればキズがつき、冷たい水の入ったコップを
   長時間置いておけば輪じみも残ります。液体が付着した時はしみを防ぐため柔らかな布で速やかに拭き取ってください。
・ 木が持つ自然な調湿効果を妨げない塗装ですので、季節や環境によって乾燥が進みますと表面がかさかさになったりクラックが入ったりゆがみが
   出たりすることがあります。パントリーは角にチギリが入っていて固定棚も多く、とても頑丈な構造なので本体にゆがみが出る心配はほとんどないと
   思いますが、戸枠は材が細いため、使っているうちに反りが生じ、開け閉めがすんなりいかなくなる可能性があります。
     もし戸枠が反り、はまりにくくなった場合は戸枠の引っ掛かる部分を手で押してはめるなど工夫してご使用ください。

3．お手入れ方法 
・ 木部、戸枠の籐張り部分共に普段は乾拭きで十分です。頻繁に水拭きする必要はありません。表面が汚れた時は固く絞った布で水拭きします。
・使用を繰り返し、木部表面がかさつく感じが現れたり、汚れがひどくなってきたら「オスモ ワックスアンドクリーナー」もしくはワックス入りの
　家具用メンテナンスオイルでのお手入れをおすすめします。使用方法は各説明書に従い行いましょう。
・  本体にクラックが入った場合は家具用のオイルを塗ってメンテナンスしてからしばらく様子をみましょう。木は収縮膨張を繰り返しているので、
  季節が変わる頃には自然と元にもどっていたりします。隙間を接着剤や木片などで埋めてしまうと木が元に戻ろうとしたとき、それが異物となり
   隙間を広げてしまう原因になります。基本「そのまま見守る」がおすすめです。どうしても気になる場合は蜜蝋などの柔らかいもので埋めると
  隙間が戻った時も蜜蝋が外に押し出されるだけなので安心です。
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